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案　件　名 結 果

「〇」賛成　「×」反対　「－」賛否に加わっていない　「欠」欠席
　※ 議長は通常採決に加わらないため「/」としています。
公 明 党
議 員 団

日本共産
党議員団

創生
岩出

郁青青
クラブ ネット岩出

奥
田
富
代
子

大
上
正
春

玉
田
隆
紀

市
來
利
恵

増
田
浩
二

福
山
晴
美

梅
田
哲
也

尾
和
正
之

山
本
重
信

三
栖
慎
太
郎

井
神
慶
久

田
中
宏
幸

福
岡
進
二

吉
本
勧
曜

決
算
議
案

令和４年度岩出市一般会計歳入歳出決
算認定について 認定 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 / 〇 〇

令和４年度岩出市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 / 〇 〇

令和４年度岩出市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 / 〇 〇

令和４年度岩出市水道事業会計剰余金
の処分及び収入支出決算認定について

可決
及び
認定

〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 / 〇 〇

岩出市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期
末手当に関する条例等の一部改正について 可決 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 / 〇 〇

令和５年第４回定例会議決結果

賛否が分かれた議案等

全会一致の議案等
案　　　件　　　名 結果

決
算
議
案

令和４年度岩出市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和４年度岩出市墓園事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和４年度岩出市下水道事業会計収入支出決算認定について 認定
岩出市印鑑条例の一部改正について 可決
岩出市消費生活センター設置条例の制定について 可決
職員の給与に関する条例等の一部改正について 可決
岩出市空家等対策協議会条例の一部改正について 可決
令和５年度岩出市一般会計補正予算（第４号） 可決
令和５年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決
令和５年度岩出市介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決
令和５年度岩出市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決
令和５年度岩出市水道事業会計補正予算（第３号） 可決
令和５年度岩出市下水道事業会計補正予算（第２号） 可決
市道路線の認定について 認定
いわで御殿の指定管理者の指定について 可決
和歌山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の減少及び和歌山県市町村総合事務組
合規約の変更に関する協議について 可決

岩出市国民健康保険税条例の一部改正について 可決
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福
ふく

岡
おか

進
しん

二
じ

　議員	 4ページ

◎教育長の教育方針について

◎産業廃棄物処理施設について

大
おお

上
うえ

正
まさ

春
はる

　議員	 5ページ

◎地域防災訓練について

◎岩出市巡回バスについて

奥
おく

田
だ

富
と

代
よ

子
こ

　議員	 6ページ

◎おくやみコーナー設置について

◎市民ニーズに応える公民館について

◎ＡＥＤについて

市
いち

來
き

利
り

恵
え

　議員	 7ページ

◎すくすく赤ちゃん紙おむつ等支給事業について

◎帯状疱疹ワクチンについて

玉
たま

田
だ

隆
たか

紀
のり

　議員	 8ページ

◎ドッグラン施設について

◎ＩＣＴ教育における健康対策について

尾
お

和
わ

正
まさ

之
ゆき

　議員	 9ページ

◎線状降水帯の防災体制について

◎防災訓練について

増
ます

田
だ

浩
こう

二
じ

　議員	 10ページ

◎安全安心な街へ街路灯の整備について

	（県道関係）

◎安全安心な街へ街路灯・防犯灯の整備について

	（市道関係）

◎「しだれ桜」のその後と根来山内の桜について

一般質問項目の事前公表　一般質問の質問者・項目は、事前にウェブサイトで公表しています。

令和５年第４回定例会（１２月議会）

＊　質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを  

    各議員の責任のもとに掲載しました。

＊　内容等については、質問者にお問い合わせください。

一般質問
問７人の議員が

市政を う

いわで議会だよりいわで議会だより− 3 −



令
和
５
年
10
月
、
教
育
長

が
任
命
さ
れ
た
。

教
育
長
は
、
長
年
に
わ
た

り
、
教
育
行
政
に
携
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
今
ま
で
の
経
験
を

十
分
に
生
か
し
、
本
市
の
教

育
行
政
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
と
考
え
る
が
。

質　

問

①
教
育
長
就
任
後
の
方
針
は
。

②
教
職
員
の
働
き
方
改
革
を

含
め
た
学
校
現
場
の
取
組
は
。

③
重
要
課
題
や
解
決
す
べ
き

事
項
は
。

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

答　

弁　

教
育
長

①
学
校
教
育
で
は
、
子
供
た

ち
が
安
全
・
安
心
な
学
校
生

活
を
送
り
、
確
か
な
学
力
、

豊
か
な
心
、
健
や
か
な
体
の

知
、
徳
、
体
を
基
盤
と
し
た
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
た
く
ま

し
く
生
き
抜
く
人
間
と
し
て

の
総
合
力
を
育
成
す
る
こ
と

が
必
要
。
そ
の
た
め
に
、
市

行
政
内
部
で
の
協
議
を
重
ね
、

意
志
の
疎
通
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
教
育
行
政
、
教
育
施

策
の
推
進
を
図
り
、
本
市
の

教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
尽
力
し
て
い
く
。

②
教
職
員
の
確
保
に
努
め
る
。

加
配
教
員
や
産
休
育
休
取

得
者
の
代
替
教
員
を
は
じ
め
、

不
登
校
支
援
員
や
教
員
業
務

支
援
員
な
ど
、
学
校
運
営
に

一
人
で
も
多
く
の
人
材
が
関

わ
れ
る
よ
う
、
県
教
育
委
員

会
に
要
望
し
て
い
く
。

③
不
登
校
対
策
と
、
土
日
の

中
学
校
部
活
動
地
域
移
行
が

挙
げ
ら
れ
る
。

不
登
校
対
策
は
、
本
年
度

２
学
期
よ
り
、
駅
前
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
２
階
に
移
転
し
た
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
フ
レ
ン

ド
」
の
開
室
内
容
を
充
実
さ

せ
、
よ
り
多
く
の
不
登
校
児

童
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
く
。

中
学
校
部
活
動
地
域
移
行

は
、
生
徒
・
教
員
・
保
護
者

の
意
向
を
把
握
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

現
状
で
移
行
が
可
能
な
部
活

動
に
つ
い
て
、
関
係
者
と
協

議
を
し
て
い
く
。

　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

　

に
つ
い
て

令
和
４
年
度
、
根
来
地
内

に
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の

建
設
に
関
す
る
申
請
が
県
に

提
出
さ
れ
、
地
元
住
民
等
が

設
置
に
反
対
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
市
議
会
は
設
置
に

反
対
す
る
意
見
書
を
全
会
一

致
で
採
択
し
、
県
知
事
に
提

出
し
て
い
る
。

質　

問

①
施
設
設
置
を
取
り
や
め
た

理
由
は
。

②
本
市
が
制
定
し
た
「
都
市

宣
言
」
や
「
岩
出
市
産
業
廃

棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
係

る
紛
争
の
予
防
に
関
す
る
条

例
」
に
つ
い
て
県
の
見
解
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
次
長

①
市
議
会
で
採
択
さ
れ
た
意

見
書
や
、
産
業
廃
棄
物
処
理

施
設
設
置
に
反
対
す
る
都
市

宣
言
及
び
住
民
の
安
心
・
安

全
な
生
活
環
境
の
保
全
へ
の

願
い
に
対
し
て
、
理
解
が
得

ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

②
市
の
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
設
置
に
対
す
る
考
え
方
は

理
解
す
る
が
、
事
業
者
か
ら

県
に
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、

法
に
基
づ
く
許
可
の
基
準
等

の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
許
可
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
の
見
解
で
あ
る
。

就
任
後
の
教
育
方
針
は

市役所前の都市宣言表示板

福
ふく

岡
おか

　進
しん

二
じ

 議員
（ネット岩出）
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巡回バス

質　

問

①
巡
回
バ
ス
時
刻
表
の
過
去

の
改
正
歴
は
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
の

市
の
見
解
は
。

③
停
留
所
の
数
と
、
ベ
ン
チ

の
設
置
数
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
平
成
28
年
の
現
在
版
を
含

め
て
過
去
4
回
実
施
。

②
巡
回
バ
ス
の
運
行
目
的
で

あ
る
高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱

者
の
買
物
、
通
院
な
ど
日
常

生
活
の
移
動
手
段
と
し
て
の

利
用
が
多
い
。

今
後
、
交
通
手
段
を
持
た

な
い
方
の
利
用
が
増
加
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

運
行
継
続
は
必
要
。
利
用
し

た
こ
と
が
な
い
人
も
多
く
い

る
こ
と
か
ら
、
利
便
性
向
上

に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

③
バ
ス
停
総
数
95
か
所
。

ベ
ン
チ
は
市
役
所
と
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
２
か

所
に
設
置
。
設
置
が
困
難
な

バ
ス
停
が
多
い
と
考
え
る
が
、

設
置
可
能
な
箇
所
を
検
討
。

公
共
施
設
へ
の
設
置
は
、

施
設
の
管
理
者
と
相
談
し
て

検
討
し
て
い
く
。

限
り
設
置
を
検
討
す
る
。

②
公
共
施
設
に
近
い
バ
ス
停

は
、
公
民
館
や
図
書
館
な
ど

全
部
で
19
か
所
。
設
置
が
可

能
か
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

 

地
域
防
災
訓
練
に
つ
い
て

質　

問

①
避
難
場
所
で
の
対
応
は
ど

こ
ま
で
可
能
な
の
か
。

②
高
齢
者
な
ど
訓
練
場
所
に

行
け
な
い
方
へ
の
対
応
は
。

③
当
日
の
参
加
人
数
と
訓
練

内
容
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
避
難
生
活
の
負
担
軽
減
を

図
る
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
、

交
通
公
園
で
一
括
備
蓄
し
各

避
難
所
へ
搬
入
を
想
定
。

食
料
は
、
ア
ル
フ
ァ
米
や

保
存
用
備
蓄
パ
ン
な
ど
防
災

資
機
材
と
同
様
、
市
内
小
中

学
校
や
各
地
区
公
民
館
な
ど

に
分
散
備
蓄
し
て
い
る
。

市
で
は
約
２
万
５
千
食
分

相
当
、
３
日
程
度
の
備
蓄
を

備
え
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

②
自
力
避
難
の
困
難
な
方
は
、

個
別
避
難
計
画
に
よ
り
対
応

し
て
い
る
が
、
防
災
訓
練
は
、

協
力
者
に
な
る
方
に
訓
練
を

再　

質　

問

①
自
治
体
に
よ
っ
て
は
設
置

に
予
算
が
か
か
る
と
の
事
で
、

企
業
な
ど
に
ス
ポ
ン
サ
ー
と

な
っ
て
も
ら
い
小
ス
ペ
ー
ス

で
も
設
置
で
き
る
サ
ポ
ー
ト

ベ
ン
チ
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

②
公
共
施
設
へ
の
設
置
と
は
、

具
体
的
に
ど
こ
な
の
か
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
歩
道
利
用
者
と
ベ
ン
チ
利

用
者
の
安
全
を
確
保
し
、
設

置
可
能
と
考
え
ら
れ
る
箇
所

は
法
令
等
に
従
い
、
で
き
る

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
発

災
時
に
備
え
て
い
る
。

③
参
加
者
は
６
５
６
人
。

訓
練
内
容
は
、
毎
回
見
直

し
を
行
い
、
よ
り
防
災
意
識

の
向
上
に
資
す
る
も
の
を
実

施
し
た
い
と
考
え
る
。

再　

質　

問

幅
広
い
年
齢
層
の
方
に
も

参
加
し
て
も
ら
え
る
工
夫
を
。

答　

弁　

総
務
部
長

広
報
等
の
周
知
を
強
化
し
、

参
加
者
増
加
を
優
先
に
行
う
。

子
供
や
若
年
層
の
方
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
取
組

も
今
後
検
討
し
、
実
施
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

巡回バス停留所に
　　　　　 ベンチを

大
おお

上
うえ

　正
まさ

春
はる

 議員
（公明党議員団）
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死亡届提出後の
　　　 手続簡素化を

再　

質　

問

岩
出
市
公
民
館
設
置
及
び

管
理
条
例
施
行
規
則
第
３
条

に
は
、
「
公
民
館
の
開
館
時

間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
９

時
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
教

育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認

め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ

る
。
変
更
す
る
理
由
は
。

答　

弁　

教
育
部
長

岩
出
、
上
岩
出
、
中
央
公

民
館
の
午
前
中
の
利
用
率
が
、

４
割
に
満
た
な
い
こ
と
か
ら
、

効
率
的
、
効
果
的
な
運
営
を

考
え
、
３
館
の
み
午
前
中
の

開
館
と
し
て
い
る
。

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　

公
民
館
に

公
民
館
は
成
人
講
座
、
ふ

れ
あ
い
学
級
、
自
治
会
の
集

会
、
文
化
教
室
等
を
開
催
す

る
市
民
に
と
っ
て
身
近
な
存

在
で
あ
る
一
方
、
災
害
時
に

は
避
難
場
所
と
し
て
頼
り
に

な
る
施
設
で
も
あ
る
。

質　

問

①
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る

公
民
館
の
Wi

－

Fi
の
整
備
は
。

②
公
民
館
に
よ
っ
て
開
館
時

間
が
違
う
の
は
な
ぜ
か
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
Wi

－

Fi
の
整
備
を
検
討
し

た
が
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
公
民
館
は
、
長
寿
命
化
を

図
る
た
め
の
外
壁
の
改
修
や
、

空
調
設
備
の
改
修
な
ど
に
優

先
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
Wi

－

Fi

環
境
の
整
備
を
す
る
予
定
は

な
い
。

②
以
前
は
、
全
て
の
公
民
館

は
午
後
か
ら
の
開
館
で
あ
っ

た
が
、
ご
要
望
が
あ
っ
た
こ

と
や
図
書
室
が
岩
出
図
書
館

の
分
室
と
な
っ
た
こ
と
な
ど

を
考
慮
し
、
現
在
の
状
況
と

な
っ
た
。

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
設
置

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
12

月
議
会
で
も
一
般
質
問
を
し
、

そ
の
後
、
国
に
よ
る
「
お
く

や
み
コ
ー
ナ
ー
設
置
自
治
体

支
援
ナ
ビ
」
の
提
供
も
あ
り
、

こ
こ
数
年
で
全
国
の
自
治
体

に
広
ま
り
、
遺
族
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

質　

問

①
死
亡
届
後
の
手
続
き
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

②
国
は
、
お
く
や
み
コ
ー
ナ

ー
設
置
自
治
体
支
援
ナ
ビ
を

提
供
し
て
い
た
が
、
本
市
の

現
状
は
。

③
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
す
る
考
え
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
税
務
課
で
は
納
税
等
の
変

更
。
社
会
福
祉
課
で
は
障
害

者
手
帳
の
返
還
。
保
険
介
護

課
で
は
国
民
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
の
資
格
喪
失

や
葬
祭
費
申
請
。
国
民
年
金
、

介
護
保
険
の
資
格
喪
失
。
上

下
水
道
業
務
課
で
は
給
水
装

置
使
用
者
変
更
手
続
き
な
ど

が
あ
る
。

②
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
を
前
提
に

作
ら
れ
て
お
り
、
質
問
項
目

が
細
か
く
、
遺
族
に
負
担
を

か
け
る
。
活
用
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。

③
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
お
く

や
み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
は
考

え
て
い
な
い
が
、
手
続
き
の

簡
素
化
を
図
る
な
ど
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た

め
、
先
進
自
治
体
の
情
報
を

収
集
し
、
進
め
て
い
く
。

再　

質　

問

電
話
予
約
後
、
各
課
職
員

が
事
前
に
故
人
の
氏
名
や
住

所
等
を
印
字
し
て
お
い
て
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

奥
おく

田
だ

 富
と

代
よ

子
こ

 議員
（公明党議員団）
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す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
紙
お

む
つ
等
支
給
事
業
は
、
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
や
す
い

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
・

支
援
す
る
制
度
。
新
生
児
に

１
万
円
相
当
の
紙
お
む
つ
、

お
尻
拭
き
シ
ー
ト
等
を
支
給
。

質　

問
対
象
は
、
令
和
５
年
４
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
な
っ

て
い
る
。
物
価
高
騰
は
現
在

も
続
い
て
お
り
、
大
変
な
状

　

ワ
ク
チ
ン
助
成
を

近
年
、
帯
状
疱
疹
に
罹
患

す
る
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。

発
症
に
は
加
齢
が
関
係
し

て
お
り
、
80
歳
ま
で
に
約
３

人
に
１
人
が
、
帯
状
疱
疹
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

市
民
の
中
に
も
帯
状
疱
疹

況
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

支
給
事
業
継
続
の
考
え
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

事
業
を
継
続
し
て
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

再　

質　

問

経
済
対
策
と
し
て
で
は
な

く
、
こ
の
支
援
事
業
を
末
永

く
続
け
る
考
え
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

交
付
金
の
状
況
や
経
済
状

況
を
判
断
し
て
考
え
て
い
く
。

再　

　々

質　

問

子
育
て
を
応
援
す
る
と
い

う
点
で
、
効
果
の
あ
る
施
策
。

交
付
金
が
な
く
な
っ
て
も
、

今
後
も
事
業
の
取
組
を
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

現
在
の
事
業
の
状
況
を
判

断
し
、
こ
れ
か
ら
続
け
る
か

ど
う
か
検
討
し
て
い
く
。

に
罹
患
し
、
長
い
期
間
ぴ
り

ぴ
り
と
針
を
刺
す
よ
う
な
痛

み
に
苦
し
ん
で
い
る
方
が
お

り
、
ま
た
、
帯
状
疱
疹
後
遺

症
に
悩
ん
で
い
る
方
も
い
る
。

質　

問

①
全
国
の
自
治
体
２
８
０
市

町
村
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
助
成

を
実
施
し
て
い
る
。
県
内
の

助
成
実
施
自
治
体
は
。

②
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
費
用

は
約
２
万
円
。
２
回
接
種
が

必
要
で
、
合
計
約
４
万
円
も

か
か
る
。

経
済
的
負
担
を
抑
え
る
た

め
に
も
ワ
ク
チ
ン
助
成
実
施

の
考
え
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
県
内
で
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
の

は
、
田
辺
市
、
印
南
町
、
み

な
べ
町
、
上
富
田
町
、
白
浜

町
、
す
さ
み
町
の
６
自
治
体
。

②
現
在
、
国
の
予
防
接
種
審

議
会
に
お
い
て
、
定
期
接
種

化
に
向
け
議
論
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
希
望
す
る
方
が
各

自
で
受
け
る
任
意
接
種
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
市
か
ら
費

用
を
助
成
す
る
考
え
は
な
い
。

再　

質　

問

田
辺
市
は
、
医
師
会
か
ら

の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
や
、

市
民
が
痛
み
に
苦
し
ん
で
い

る
こ
と
な
ど
を
考
え
助
成
制

度
を
実
施
し
て
い
る
。

国
の
定
期
接
種
化
を
待
つ

の
で
は
な
く
、
重
症
化
の
予

防
、
長
期
間
の
治
療
の
軽
減

等
を
踏
ま
え
助
成
制
度
の
実

施
を
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

他
の
自
治
体
の
動
向
等
も

踏
ま
え
、
今
後
、
研
究
し
て

い
く
。

赤
ち
ゃ
ん
紙
お
む
つ

　
　
　
　
　

 

支
給
事
業

市支給の紙おむつ

市
いち

來
き

　利
り

恵
え

 議員
（日本共産党議員団）

いわで議会だよりいわで議会だより− 7 −



ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設

　
　
　
　

 

の
設
置
を

質　

問

①
飼
い
犬
の
登
録
件
数
と
推

移
は
。

②
民
間
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設

現
状
は
。

③
本
市
で
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
施

設
設
置
の
考
え
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
次
長

①令
和
３
年
度
２
，
８
５
１
件
、

令
和
４
年
度
２
，
９
１
０
件
、

令
和
５
年
９
月
末
現
在
２
，

９
６
５
件
と
年
々
増
加
。

②
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
は
登
録

義
務
が
な
い
た
め
、
詳
し
い

数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

令
和
５
年
４
月
に
根
来
の

緑
花
セ
ン
タ
ー
付
近
に
民
間

の
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
が
１
件
、

開
業
し
て
い
る
。

答　

弁　

市
長

③
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
に
つ
い

て
は
、
過
去
に
２
度
一
般
質

問
が
あ
り
、
他
の
議
員
か
ら

も
直
接
担
当
課
へ
、
要
望
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

人
と
ペ
ッ
ト
の
共
生
す
る

社
会
の
実
現
に
向
け
、
整
備

は
全
国
的
に
進
ん
で
お
り
、

ま
た
、
様
々
な
利
点
が
あ
る
。

整
備
に
は
、
一
定
の
広
さ

の
確
保
が
必
要
と
な
り
、
過

去
に
紀
の
川
河
川
敷
に
計
画

し
て
い
た
が
、
紀
の
川
左
岸

で
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
施
工
中

の
た
め
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
計

画
を
一
時
中
断
。
ス
ポ
ー
ツ

施
設
が
令
和
６
年
８
月
オ
ー

プ
ン
の
め
ど
が
た
ち
、
ま
た
、

全
国
的
に
設
置
要
望
が
近
年

増
加
傾
向
に
あ
る
。
本
市
に

も
要
望
書
の
提
出
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
後
、
国
交
省

と
協
議
を
進
め
、
紀
の
川
河

川
敷
内
で
の
整
備
場
所
、
施

設
の
規
模
等
を
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

再　

質　

問

施
設
工
事
の
着
工
時
期
は
。

答　

弁　

市
長

関
係
機
関
と
の
調
整
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
ば
、
令
和
６

年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
、

早
期
に
着
手
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と
目
の
健
康

質　

問

①
児
童
生
徒
の
目
の
健
康
に

配
慮
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

使
用
方
法
は
。

②
目
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
。

③
目
の
健
康
対
策
に
つ
い
て
。

答　

弁　

教
育
長

①
文
部
科
学
省
作
成
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

う
と
き
の
５
つ
の
約
束
」
に

基
づ
き
、
部
屋
を
明
る
く
し
、

姿
勢
良
く
、
目
を
30
㎝
以
上

離
し
て
見
る
、
30
分
に
１
回

は
画
面
か
ら
目
を
離
し
て
ま

ば
た
き
を
す
る
な
ど
、
目
の

健
康
を
意
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
の
保
健
だ
よ

り
で
は
、
工
夫
を
凝
ら
し
、

ネ
ッ
ト
依
存
の
話
や
、
目
や

脳
の
疲
れ
に
つ
い
て
紹
介
し

啓
発
し
て
い
る
。

③
引
き
続
き
「
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
う
と
き
の
５
つ
の
約
束
」

の
周
知
徹
底
、
各
家
庭
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
の

利
用
、
テ
レ
ビ
の
視
聴
時
間

の
ル
ー
ル
作
り
の
重
要
性
を

啓
発
し
て
い
く
。

和歌山市の「紀の川第1緑地（ドッグラン）」

玉
たま

田
だ

　隆
たか

紀
のり

 議員
（公明党議員団）

②目の健診結果(令和5年度)

視力が1.0未満の割合

小学生 33.4%

中学生 46.3%

昨年度比較

小学生 1.1%減

中学生 0.9%増

端末導入前の令和元年度と比較	
すると、小中学生とも1.8%の増。
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教訓から学ぶ
　　 防災体制と訓練

再　

質　

問

①
大
規
模
災
害
時
に
は
、
住

民
の
消
火
栓
を
使
っ
た
消
火

活
動
が
必
要
に
な
る
が
、
実

際
の
訓
練
は
行
え
な
い
の
か
。

②
災
害
時
、
消
火
栓
の
水
道

管
は
使
用
で
き
る
の
か
。
水

道
管
は
、
ど
の
程
度
の
災
害

に
耐
え
ら
れ
る
の
か
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
大
規
模
災
害
時
等
に
は
使

用
し
て
い
た
だ
く
が
、
訓
練

で
の
使
用
は
控
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

②
水
圧
の
低
下
や
断
水
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
耐
震

化
率
は
45
％
。

　

防
災
訓
練
に
つ
い
て

大
規
模
災
害
時
は
、
使
命

感
か
ら
「
何
と
か
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
い
う
市
民

の
思
い
が
あ
る
。
ま
た
、
一

日
防
火
デ
ー
で
は
、
消
火
栓

の
使
用
に
つ
い
て
、
矛
盾
を

感
じ
る
市
民
の
声
を
聞
い
た
。

質　

問

①
消
火
栓
の
初
期
消
火
活
動

の
手
順
は
。

②
消
火
栓
の
取
扱
書
作
成
の

考
え
は
。

③
消
火
栓
に
よ
る
防
災
訓
練

を
実
施
す
る
考
え
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
②
消
火
栓
を
使
用
す
る
場

合
は
、
必
ず
複
数
人
で
消
火

活
動
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
。
使
用
方
法
は
、
現
在
取

扱
書
等
の
作
成
を
行
っ
て
い

な
い
が
、
今
後
、
一
日
防
火

デ
ー
な
ど
で
、
消
防
団
等
に

よ
る
使
用
方
法
の
指
導
を
行

っ
て
い
く
。

③
水
道
水
の
濁
り
の
原
因
と

な
り
、
影
響
が
広
範
囲
に
及

ぶ
こ
と
か
ら
、
消
火
栓
を
使

用
し
た
防
災
訓
練
の
実
施
は

現
在
考
え
て
い
な
い
。

令
和
５
年
６
月
２
日
に
和

歌
山
県
北
部
に
発
生
し
た
線

状
降
水
帯
が
想
像
を
超
え
る

豪
雨
に
な
り
、
各
地
域
で
甚

大
な
被
害
が
生
じ
た
。

和
歌
山
県
は
、
11
月
22
日

に
こ
の
災
害
に
対
す
る
課
題

の
検
証
結
果
と
新
た
な
対
応

を
発
表
。
防
災
体
制
の
見
直

し
を
行
っ
た
。

質　

問

①
県
の
防
災
体
制
見
直
し
に

関
し
て
、
本
市
の
見
解
は
。

②
今
後
の
対
応
と
課
題
は
。

③
児
童
生
徒
の
安
全
な
登
下

校
に
対
す
る
体
制
と
課
題
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
②
来
年
度
、
県
の
災
害
対

策
本
部
の
設
置
基
準
が
見
直

さ
れ
、
職
員
の
警
戒
態
勢
と

配
備
体
制
を
一
本
化
し
、
発

令
基
準
に
線
状
降
水
帯
の
発

生
情
報
を
追
加
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
市
で
は
線
状
降

水
帯
に
関
し
て
、
防
災
対
応

を
よ
り
迅
速
に
行
う
こ
と
が

可
能
と
考
え
、
体
制
を
再
確

認
し
、
災
害
対
応
能
力
の
向

上
に
役
立
て
た
い
。

答　

弁　

教
育
部
長

③
登
下
校
時
の
判
断
は
、
警

報
発
令
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
各
学
校
と
協
議
の
上
、

教
育
委
員
会
に
お
い
て
決
定
。

気
象
情
報
は
い
つ
急
変
す

る
か
予
測
が
つ
き
に
く
い
の

で
、
リ
ア
ル
配
信
さ
れ
る
気

象
庁
の
降
雨
情
報
を
的
確
に

収
集
・
把
握
し
、
下
校
時
の

判
断
を
速
や
か
に
行
う
よ
う

努
め
る
。

再　

質　

問

今
回
の
線
状
降
水
帯
に
対

す
る
降
雨
対
応
を
教
訓
に
、

対
応
・
対
策
の
見
直
し
を
さ

ら
に
強
化
す
べ
き
で
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

防
災
体
制
強
化
に
努
め
る
。

尾
お

和
わ

　正
まさ

之
ゆき

 議員
（郁青青クラブ）
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安全安心の街へ
　　　 街路灯整備を

順
調
に
生
育
を
遂
げ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

②
所
有
者
の
根
来
寺
の
意
向

を
尊
重
す
べ
き
と
考
え
て
お

り
、
根
来
寺
か
ら
移
植
等
の

相
談
は
な
い
。

天
然
記
念
物
の
価
値
評
価

に
は
時
を
経
る
必
要
が
あ
り
、

現
時
点
で
、
観
光
計
画
策
定

の
予
定
は
な
い
。

答　

弁　

事
業
部
長

③
観
光
協
会
に
お
い
て
根
来

寺
の
前
山
に
、
植
樹
す
る
計

画
。
市
道
敷
に
お
い
て
、
毎

年
植
樹
を
行
っ
て
い
く
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

再　

質　

問

大
冠
橋
付
近
以
外
に
も
那

賀
高
校
東
側
の
国
道
南
側
、

旧
道
路
な
ど
も
真
っ
暗
な
状

況
。
安
心
し
て
通
れ
る
道
路

に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

答　

弁　

事
業
部
長

岩
出
市
の
照
明
灯
設
置
基

準
に
基
づ
き
、
該
当
す
る
箇

所
で
あ
れ
ば
、
今
後
検
討
し

て
設
置
し
て
い
く
。

　

し
だ
れ
桜
の
そ
の
後
と

　

根
来
寺
山
内
の
桜
の

　

老
木
化
対
策
は

質　

問

①
天
然
記
念
物
だ
っ
た
「
し

だ
れ
桜
」
の
後
継
樹
。
現
在

の
生
育
状
況
は
。

②
岩
出
市
の
観
光
に
役
立
て

る
上
で
、
移
植
場
所
の
検
討

や
専
門
家
も
交
え
た
観
光
計

画
の
必
要
性
は
。

③
根
来
寺
山
内
に
お
け
る
老

木
化
対
策
。
市
と
し
て
の
植

樹
の
年
次
計
画
は
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
現
時
点
で
、
４
ｍ
60
㎝
ほ

ど
に
成
長
。
根
来
寺
か
ら
も

　

県
道
・
市
道
で
の
街
路
灯

　

の
整
備
促
進
を

質　

問

①
県
道
関
係
で
は
、
粉
河
加

太
線
、
泉
佐
野
岩
出
線
、
小

豆
島
岩
出
線
な
ど
街
路
灯
が

な
い
地
点
が
数
多
く
あ
る
が
、

設
置
要
望
に
ど
う
対
応
し
て

い
る
の
か
。

②
岩
出
中
学
校
、
岩
出
第
二

中
学
校
の
周
辺
道
路
は
、
子

供
達
の
安
全
を
守
る
上
で
も

整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
。

③
春
日
川
の
高
塚
消
防
屯
所

か
ら
岡
田
方
面
へ
の
道
路
は
、

真
っ
暗
な
状
況
。
大
冠
橋
付

近
に
街
路
灯
の
整
備
を
。

④
住
宅
開
発
が
進
ん
で
き
て

い
る
が
、
田
畑
の
生
育
に
影

響
を
与
え
に
く
い
防
犯
灯
の

整
備
促
進
を
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
歩
行
者
の
識
別
が
必
要
な

交
差
点
照
明
は
要
望
し
て
い

る
が
、
道
路
照
明
施
設
設
置

基
準
に
満
た
な
い
箇
所
は
要

望
し
て
い
な
い
。

答　

弁　

教
育
部
長

②
暗
く
な
る
前
に
帰
宅
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し

て
お
り
、
街
路
灯
の
設
置
は
、

市
の
設
置
基
準
に
基
づ
き
行

う
べ
き
と
考
え
る
。

答　

弁　

事
業
部
長

③
道
路
照
明
灯
設
置
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
た
め
設
置

で
き
な
い
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
次
長

④
一
般
的
に
は
、
農
作
物
に

影
響
を
与
え
に
く
い
機
器
は

製
造
さ
れ
て
お
ら
ず
、
農
作

物
等
に
影
響
が
あ
る
近
隣
関

係
者
の
承
諾
を
得
な
が
ら
、

地
元
と
の
調
整
を
図
り
防
犯

灯
の
設
置
を
進
め
て
い
く
。

増
ます

田
だ

　浩
こう

二
じ

 議員
（日本共産党議員団）
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令
和
５
年
11
月
17
日
、
滋

賀
県
甲
賀
市
議
会
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

甲
賀
市
議
会
の
広
報

　

令
和
５
年
度
に
広
報
紙
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
議
会
と
市

民
の
皆
さ
ま
と
の
距
離
を
縮

め
「
つ
な
が
り
」
を
も
て
る

紙
面
作
り
に
取
り
組
ま
れ
、

手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
表
紙
や

簡
潔
に
伝
わ
る
記
事
づ
く
り

な
ど
、
様
々
な
工
夫
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

   

視
察
研
修
を
終
え
て

　

（
意
見
・
課
題
）

・
議
案
結
果
だ
け
で
は
な
く
、

議
案
の
提
案
理
由
や
審
議

内
容
の
掲
載
。

・
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り

の
た
め
の
ル
ー
ル
化
。

・
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
の
活
用
。

・
議
会
が
伝
え
た
い
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
が
知

り
た
い
情
報
を
。

視
察
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
、
よ
り
分
か
り
や
す

く
親
し
み
や
す
い
紙
面
作
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

視 
察 

研 

修

委員会

報告

議会だよりアンケートにご協力ありがとうございました

　１２月号にて、いわで議会だよりアンケートを実施いたしました。

　議会だよりを「毎回読んでいる」「時々読んでいる」方から、紙面が見やす

いなどのうれしいご意見やまた、本会議の内容や議案の内容をもっと知りたい

とのご意見もいただきました。

　いただいたご意見は、今後の議会だよりの編集にいかしてまいります。

いわで議会だより表紙募集 随時
募集

議会だよりの表紙を飾りませんか？

　年４回（３．６．９．１２月）発行している

「いわで議会だより」の表紙写真（イラスト）を

募集しています。

詳しくは、募集要領をご覧ください。

　－お問合せ・ご応募は－　
岩出市議会広報常任委員会（岩出市議会事務局）
TEL : 0736-61-6947（直通）　 FAX : 0736-61-6946
Email :gikai@city.iwade.lg.jp

募集要領
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い
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よ
り
71
号

2024
3月

●第１回定例会（３月議会）日程
午前9時30分から

 ２月28日（水） 施政方針･議案説明

３月５日（火） 質疑・委員会付託

18日（月） 討論・採決

21日（木） 一般質問

22日（金） 一般質問

岩
出
中
学
校　

２
年　

安あ
ん

保ぼ　

和の
ど

佳か 

さ
ん

春
は
桜
、
夏
は
蛍
、
秋
は
紅
葉
、
冬
は
由
緒
あ

る
寺
社
の
お
正
月
飾
り
と
、
岩
出
市
は
四
季
の
移

り
変
わ
り
を
感
じ
ら
れ
る
素
敵
な
ま
ち
で
す
。

特
に
私
が
好
き
な
の
は
夏
。
春
が
終
わ
り
夏

へ
と
移
り
変
わ
る
こ
ろ
、
私
の
家
の
庭
に
は
小
さ
な
来
客
が
あ
り
ま
す
。

夜
の
暗
闇
に
小
さ
な
光
が
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
飛
び
交
い
、「
夏
が
来
る
よ
」

と
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

小
さ
な
来
客
と
の
楽
し
い
出
会
い
が
あ
る
こ

の
街
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

岩
出
第
二
中
学
校　

２
年　

上う
え

野の　

英え
い

慈じ 

さ
ん

私
た
ち
の
岩
出
市
に
は
元
気
あ
ふ
れ
る
方
々
が

多
く
い
て
、朝
か
ら
元
気
に
挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
す
。

嬉
し
い
こ
と
に
、
挨
拶
を
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
方
が
挨
拶
を
返
し
て
く
れ
、
こ
ち
ら
が
挨
拶
を

す
る
前
に
地
域
の
方
々
か
ら
挨
拶
を
し
て
く
れ
る

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

県
下
で
二
番
目
の
生
徒
数
を
誇
る
岩
出
第
二
中
学
校
で
、
私
た
ち
は
、

先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
「
挨
拶
運
動
」
を
毎
朝
行
っ
て
お
り
、
生
徒
の

皆
さ
ん
と
挨
拶
を
交
わ
し
、
挨
拶
の
促
進
に
励
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん

が
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
お
か
げ
で
岩
出
市
全
体
が
さ
ら
に
活
力
あ
ふ
れ

る
市
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

皆
さ
ん
と
の
挨
拶
の
お
か
げ
で
、
私
自
身
も
毎
朝
快
い
ス
タ
ー
ト
を

送
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
市
民
の
方
々
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
岩
出
市
の

元
気
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

岩出市議会広報常任委員会

「手に取って	読みたくなる	議会だより」を目標に紙面づくりに取り組んでいます

委員長	玉田隆紀　 副委員長 	市來利恵　 委員 	福山晴美　奥田富代子　尾和正之　吉本勧曜

★ 令和６年第１回定例会（３月）の

　 本会議開催予定日は、次のとおりです。

携帯電話・スマートフォンなどの	
バーコードリーダーで読み取ると
議会ウェブサイトにアクセスできます。

岩出市議会岩出市議会ウェブサイト
https://www.city.iwade.lg.jp/gikai/

市議会ウェブサイト

議会広報常任委員会から

今号の表紙は、林祐司さんから応募いただいた地域防災訓

練（上岩出小学校）の写真です。

訓練は巨大地震を想定し実施されています。

もしもの災害に備えて、防災訓練への参加や持出品の点検、

備蓄食料の準備など「みんなで防災！」に取り組んでいきま

せんか。

今号の
表紙

作品名：みんなで防災！

撮影日：令和5年10月22日


